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研究成果の概要（和文）： 

健常例25名、非閉塞性肥大型心筋症(HCM)27名を対象とし、左室心基部と心尖部の左室短軸

断層像を記録した。組織トラッキングにより１心周期における左室心内膜に設置した8点の

軌跡を自動追跡させ、各指定点間の距離を1フレーム毎に算出した。これより左室短軸方向

の時間―短縮曲線を得、大動脈弁閉鎖点から左室伸展の40%に至るまでの時間（T40）を測定

した。結果：HCM群では健常例と比較し、心尖部と心基部でのT40に至るまでの時間の差（ΔT

40）は大であった。心基部と心尖部の伸展開始時間差は等容弛緩時間との間に良好な相関を

示した。結論：左室心尖部ー心基部間の協調した伸展の障害は、左室拡張能障害の一因であ

ることが示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

METHODS: We obtained basal and apical LV short-axis views in 27 patients with 

non-obstructive HCM and 25 healthy volunteers. Eight equiangular points on the 

endo-myocardium at end-diastole were placed in each view, and the movements of these 

points were automatically tracked using a two-dimensional echocardiographic tissue 

tracking system. Time-LV radial shortening curves were obtained and averaged. The time 

intervals from the aortic valve closure to the point of the first 40% of peak lengthening 

(T40) were measured in each view. RESULTS: The time difference in the T40 between the apex 

and base (Δ-T40) in the HCM group was greater than that in the control group. There were 

good linear correlations between the Δ-T40 and the LV early diastolic echo-parameters 

and the LV mass index. CONCLUSIONS: Our results suggested that apical non-uniformity 

resulted in loss of active mechanical coordination of apex-to-basal lengthening, which 

could contribute to global LV diastolic impairment. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、動物実験により心機能の正常な心臓で

は、心尖部の拡張期伸展が心基部よりも早期

に始まることによる左室心尖部と心基部で

の 拡 張 期 伸 展 の タ イ ミ ン グ の ず れ

（apex-to-base relaxation gradient）が拡

張早期の左室への血液流入に重要な役割を

果たしている可能性が示唆されている。超音

波組織トラッキング法は、断層心エコー画像

上の任意の点を心筋組織のパターンマッチ

ングにより自動追跡する方法であり、左室壁

の任意の点の移動距離を超音波入射角に依

存せずに測定し、心筋局所ストレインを計測

可能な方法である。秒間 100 フレーム以上で

記録可能な超音波組織トラッキング法を用

いることで、これまで動物実験で行われてき

た心尖部と心基部での拡張期伸展のタイミ

ングの時相評価を、健常心・病的心において、

時間―ストレイン曲線を用いて解析可能で

ある。 

 

２．研究の目的 

健常心・病的心（肥大型心筋症）における心

尖部と心基部での拡張期伸展のタイミング

について検討し、その伸展様式の違いと拡張

機能障害の関連について検討する。 

 

３．研究の方法 

健常ボランティア 25 名、肥大型心筋症（HCM）

27 名でいずれも正常洞調律の患者を対象と

し、経胸壁心エコー・ドプラ法を実施した。

左室心基部と心尖部の左室短軸断層像を１

心周期記録し、超音波診断装置のハードディ

スク内に記録した。組織トラッキングモード

に切り替えた後、各々の断面の動画ファイル

上で時計表示で 12 時の方向から任意の 8 点

を等間隔に指定すると組織トラッキングに

より１心周期における 8点の軌跡が自動追跡

される。各々の点は各フレームにおいて座標

データを有しているため、各指定点間の距離

は 1フレーム毎算出可能である。心尖部、心

基部において、それぞれ左室短軸画像上に設

置した 8点の相対する 2点間の距離を座標デ

ータから算出し、左室短軸方向の時間―短縮

曲線を得、心尖部、心基部でそれぞれ平均し

た。上記により得られた曲線と左室流出路血

流速波形を重ね合わせることにより、大動脈

弁閉鎖点(AVC)を同定し、AVC から左室伸展の

40%に至るまでの時間（T40）を測定した(図 1)。 

図 1左室短軸方向の時間―短縮曲線 

 

また、心尖部と心基部での円周方向の収縮の

ばらつきにより左室収縮の不均一性を評価

した。健常群、HCM 群における T40の相違によ

り拡張期伸展の違いを評価し、また左室拡張

機能障害との関連を検討した。 



４．研究成果 

HCM 群では健常心と比較して、心尖部の拡張

期伸展（Apical T40）には遅延がみられたが、

心基部の拡張期伸展 (Basal T40)は差がみら

れなかった。 HCM 群では健常例と比較し、心

尖部と心基部での T40 に至るまでの時間の差

（ΔT40）は大であった（図２）。 

図 2 心尖部と心基部での T40に至るまでの時

間 

HCM の心尖部での短縮の不均一性は健常群よ

りも大であった。さらに心基部と心尖部の伸

展開始時間差は等容弛緩時間との間に良好

な相関を示した（図３）。 

図 3 心基部と心尖部の伸展開始時間差と等

容弛緩時間の関係  

 

心尖部と心基部でのΔT40 が大であるほど拡

張機能指標は低下がみられた（図４）。 

結論：HCM では、心尖部の dissynchronous な

収縮・伸展と心尖部の伸展の遅延が存在し、 

この心尖部と心基部の伸展様式の違いが、

HCM での拡張障害の一因である可能性がある

ことが示唆された。 

図 4 心尖部と心基部でのΔT40 と拡張機能

指標との関係 
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